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第
五
十 

  
 

弱
電
メ
ー
カ
ー 

   
 
 
 
 

一 
  

前
節
に
続
い
て
こ
の
節
も
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
社
会
・
経
済
の

情
報
化
な
い
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
あ
る
い
は
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
（
ソ
フ

ト
／
サ
ー
ビ
ス
）
産
業
と
直
接
の
関
係
が
な
い
。
そ
う
い
う
節
が
多

過
ぎ
る
、
と
い
う
声
が
な
い
で
も
な
い
の
だ
が
、
時
代
の
空
気
や
周

辺
の
動
き
を
知
る
と
い
う
意
味
で
、
あ
え
て
書
く
。 

 

扱
う
の
は
第
二
次
大
戦
後
、
国
策
に
沿
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
国

産
化
す
る
電
機
・
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
一
章
を
費
や
す
の
は
な
ぜ
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、 

 

「
ま
ぁ
知
っ
て
お
い
て
損
は
あ
る
ま
い
」 

 

と
い
う
程
度
の
こ
と
で
し
か
な
い
。
た
だ
、
あ
と
あ
と
の
こ
と
に

か
か
わ
り
が
あ
る
。 

 

そ
こ
で
（
せ
っ
か
く
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
た
と
こ
ろ
な
の
に
五

十
年
も
逆
戻
り
す
る
の
は
恐
縮
だ
が
）
や
や
端
折
り
な
が
ら
、
主
要

な
人
物
と
出
来
事
を
記
す
。 

 

一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
の
十
一
月
、
横
浜
の
バ
ヴ
ィ
ア
商
会
が

ア
メ
リ
カ
製
の
電
話
機
二
台
を
日
本
政
府
に
も
た
ら
し
た
。
翌
年
の

四
月
、
二
代
目
田
中
久
重
と
い
う
人
が
「
伝
話
機
」
を
試
作
し
て
い

る
。 

 

か
ら
く
り
人
形
や
久
留
米
絣
の
自
動
織
機
を
発
明
し
た
「
か
ら
く

り
儀
右
衛
門
」
の
養
子
で
、
二
代
目
を
襲
名
し
た
人
物
で
あ
る
。
の

ち
に
東
京
・
麻
布
に
田
中
製
作
所
を
興
し
、
こ
れ
が
芝
浦
製
作
所
と

な
り
、
こ
ん
に
ち
の
東
芝
の
前
身
と
な
っ
た
。 

 

明
治
政
府
の
工
部
省
は
一
八
七
七
年
の
十
二
月
、
同
省
所
管
の
電

信
寮
製
機
科
に
ア
メ
リ
カ
製
の
電
話
機
を
模
造
す
る
よ
う
命
じ
た
。

こ
の
仕
事
に
従
事
し
た
の
は
吉
崎
牙
太
郎
、
三
吉
正
一
と
い
う
二
人

の
技
術
者
で
、
二
人
は
二
代
目
田
中
久
重
に
遅
れ
る
こ
と
二
か
月
、

七
八
年
年
六
月
に
模
倣
機
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。 

 

こ
の
う
ち
、
吉
崎
は
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
九
月
、
独
立
し

て
「
ヤ
ル
キ
社
」
の
名
前
で
電
信
寮
製
機
科
の
下
請
け
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
独
立
と
は
い
っ
て
も
芝
西
久
保
桜
川
町
（
の
ち
港

区
虎
ノ
門
一
丁
目
）
の
長
屋
で
、
足
積
み
式
旋
盤
が
二
台
、
職
人
が

数
人
の
作
業
場
と
言
っ
て
い
い
。 

 
こ
れ
が
の
ち
に
沖
電
気
工
業
と
な
っ
た
。
同
社
が
虎
ノ
門
一
丁
目

か
ら
本
社
を
動
か
そ
う
と
し
な
い
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
依
っ
て

い
る
。 

 

作
業
場
か
ら
ほ
ど
近
い
愛
宕
山
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
骨
董
店
の

店
頭
に
時
代
物
の
電
信
機
が
並
ん
で
い
た
。
通
信
機
の
歴
史
に
興
味
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が
あ
っ
た
牙
太
郎
は
そ
の
場
で
買
い
求
め
た
。
そ
れ
こ
そ
が
慶
応
三

年
の
三
月
、
榎
本
武
揚
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
持
ち
帰
っ
た
電
信

機
で
、
戊
辰
戦
争
の
あ
と
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
十
年
後
、
三
吉
正
一
が
電
気
学
会
の
会
長
に
な
っ
て
い

た
榎
本
に
そ
の
話
を
し
た
。 

 

―
―
お
お
、
そ
れ
は
そ
れ
は
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

三
吉
の
取
り
持
ち
で
牙
太
郎
か
ら
榎
本
に
電
信
機
が
寄
贈
さ
れ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

 

牙
太
郎
を
榎
本
に
つ
な
い
だ
三
吉
は
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
、

白
熱
灯
の
た
め
の
発
電
機
の
開
発
に
成
功
し
た
。
の
ち
、
工
部
省
が

廃
止
さ
れ
て
逓
信
省
と
な
っ
た
の
を
機
に
独
立
し
て
、
東
京
・
芝
区

南
佐
久
間
町
（
現
・
港
区
西
新
橋
）
の
自
宅
に
工
場
を
建
て
た
。
こ

れ
が
の
ち
に
発
展
し
て
「
三
吉
電
機
工
場
」
と
な
り
、
紆
余
曲
折
を

経
て
日
本
電
気
の
母
体
と
な
っ
た
。 

  

そ
の
後
―
―
と
い
う
の
は
一
八
九
五
年
の
こ
と
だ
が
、
逓
信
省
は

第
八
回
議
会
に
「
第
一
次
伝
話
拡
張
計
画
」
の
議
案
を
提
出
し
た
。

電
話
網
を
全
国
に
張
り
巡
ら
す
と
い
う
。 

 

日
本
に
お
け
る
電
話
事
業
は
一
八
九
〇
年
、
渋
澤
栄
一
、
大
倉
喜

八
郎
、
森
村
市
太
郎
ら
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
東
京
―
横
浜
間
で
の

交
換
事
業
は
交
換
局
二
、
通
話
所
十
六
、
加
入
者
三
百
四
十
四
に
す

ぎ
ず
、
加
入
料
五
十
円
と
い
う
高
価
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

六
年
を
経
て
加
入
料
は
三
十
五
円
に
下
が
り
、
加
入
者
は
二
千
八

百
五
十
八
と
七
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
四
千
九
十
八

の
積
滞
が
あ
り
、
加
入
権
が
四
百
円
で
取
引
き
さ
れ
て
い
る
状
態
だ

っ
た
。
日
清
戦
争
を
機
に
鉄
道
、
金
融
、
紡
績
と
い
っ
た
産
業
が
一

気
に
拡
大
し
、
こ
の
た
め
に
電
話
の
需
要
が
勃
興
し
た
の
で
あ
る
。 

 

計
画
を
立
て
た
の
は
逓
信
省
の
大
井
才
太
郎
で
あ
る
。 

 

大
井
は
「
商
工
業
の
発
展
を
期
す
る
に
は
思
い
切
っ
た
公
共
投
資

が
必
須
で
あ
る
」 

と
い
っ
て
、「
一
般
会
計
か
ら
、
六
年
間
で
五

百
六
十
万
円
」
と
い
う
予
算
計
画
を
立
て
た
。 

 

巡
査
の
初
任
給
が
八
円
、
技
能
職
の
石
工
や
大
工
が
一
日
五
十
銭

か
ら
六
十
銭
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
ど
う
せ
大
蔵
省
が
難
癖
を
つ
け

て
削
っ
て
く
る
。
大
井
は
そ
れ
を
予
想
し
て
申
請
し
た
。 

 

案
の
定
、
大
蔵
省
は
、「
額
が
大
き
す
ぎ
る
」
と
注
文
を
つ
け
て

き
た
。 

 

一
般
会
計
で
そ
ん
な
大
き
な
予
算
は
付
け
ら
れ
な
い
。 

 

大
井
は
「
な
ら
ば
」
と
特
別
会
計
に
切
り
替
え
た
。 

 
つ
い
で
に
、 

 
「
ど
う
せ
な
ら
大
き
い
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
」 

 
と
予
算
額
を
三
・
五
倍
の
二
千
万
円
に
増
や
し
た
。 

 

意
外
に
も
、
議
会
前
の
省
議
で
こ
の
案
が
通
過
し
て
し
ま
っ
た
。

大
蔵
省
は
慌
て
て
減
額
に
走
っ
た
が
、 
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―
―
総
額
は
一
千
二
百
八
十
万
円
、
た
だ
し
六
年
間
を
一
年
延
長

し
て
七
年
で
。 

 
に
落
ち
着
い
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

 

と
も
あ
れ
計
画
で
は
、
向
こ
う
七
年
間
に
総
額
一
千
二
百
八
十
万

円
の
国
家
予
算
を
投
入
し
、
加
入
者
を
三
万
に
増
や
す
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。 

 

こ
の
報
せ
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
電
話
機
市
場
を
独
占
し
て
い

た
ウ
エ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｅ
）
社
は
日
本
で
電
話
機

を
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
れ
実
現
す
べ
く
、
国
内

で
唯
一
の
電
話
機
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
明
工
社
に
合
弁
会
社
の
設
立
を

打
診
し
た
。
明
工
社
は
す
で
に
Ｗ
Ｅ
社
と
提
携
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、

交
渉
は
容
易
に
ま
と
ま
る
と
予
想
さ
れ
た
。 

 

吉
崎
と
Ｗ
Ｅ
社
の
間
を
仲
介
し
て
い
た
の
は
、
岩
垂
（
い
わ
た
れ
）

邦
彦
と
い
う
人
物
で
あ
る
。 

 

岩
垂
は
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
九
州
の
小
倉
に
生
ま
れ
た
。

一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
、
工
部
大
学
校
の
電
気
工
学
を
卒
業
し

て
工
部
省
に
入
っ
た
。
次
い
で
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
て
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
創
業
し
た
エ
ジ
ソ
ン
・
マ

シ
ン
・
ワ
ー
ク
ス
（
Ｅ
Ｍ
Ｗ
）
社
に
見
習
い
技
師
と
し
て
採
用
さ
れ

た
。 

 

こ
の
Ｅ
Ｍ
Ｗ
社
が
、
の
ち
に
企
業
合
併
・
吸
収
を
繰
り
返
し
、
ゼ

ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
社
と
な
る
。
岩
垂
は
ト
ー
マ

ス
・
エ
ジ
ソ
ン
に
師
事
し
た
数
少
な
い
日
本
人
の
一
人
で
あ
る
。 

 

八
八
年
に
帰
国
し
た
岩
垂
は
最
初
、「
大
阪
電
燈
」（
関
西
電
力
の

前
身
）
と
い
う
電
力
会
社
に
技
師
長
と
し
て
勤
め
、
同
社
第
一
号
と

な
る
西
道
頓
堀
発
電
所
を
建
設
し
て
い
る
。
一
八
九
四
（
明
治
二
十

七
）
年
に
独
立
し
て
「
岩
垂
電
機
商
店
」
を
設
立
し
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｗ
社

の
製
品
を
販
売
す
る
か
た
わ
ら
、
日
本
に
お
け
る
Ｗ
Ｅ
社
の
代
理
店

に
も
な
っ
て
い
た
。 

 

順
調
に
進
む
と
思
わ
れ
た
吉
崎
と
Ｗ
Ｅ
社
の
交
渉
は
、
吉
崎
が 

 

「
当
社
の
独
自
性
が
侵
さ
れ
る
」 

 

と
及
び
腰
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
と
い
う
の
は
、
Ｗ
Ｅ
社
の
製
品
は
こ
の
と
き
三
菱
商
事
が
総

代
理
店
と
な
っ
て
い
た
。
吉
崎
が
い
う
こ
と
に
は
、
合
弁
会
社
に
三

菱
商
事
を
参
加
さ
せ
る
と
、
主
導
権
を
三
菱
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
五
月
、
交
渉
は
白
紙
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

思
わ
ぬ
事
態
の
出
来
に
岩
垂
は 

 

―
―
ほ
か
に
人
物
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
自
分
が
や
る
し
か
あ

る
ま
い
。 
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と
考
え
た
。 

 
し
か
し
彼
は
、
逓
信
省
の
入
札
資
格
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
は
Ｗ
Ｅ
社
の
事
業
を
日
本
で
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

そ
こ
で
岩
垂
は
、
大
阪
電
燈
に
勤
め
て
い
た
と
き
に
知
り
合
っ
た

「
日
電
商
会
」
の
前
田
武
四
郎
に
事
業
へ
の
参
画
を
打
診
し
た
。
日

電
商
会
は
逓
信
省
へ
の
入
札
資
格
を
持
っ
て
い
た
。 

 

―
―
一
八
九
八
年
の
六
月
、
雨
が
降
り
続
く
某
日
。 

 

と
記
録
に
あ
る
。 

 

岩
垂
は
前
田
に
共
同
事
業
を
申
し
入
れ
た
。  

 

前
田
武
四
郎
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
越
後
の
生
ま
れ
と
い

う
か
ら
、
岩
垂
の
十
歳
年
下
で
あ
る
。
八
三
年
に
上
京
し
て
電
信
修

技
校
に
入
り
、
逓
信
省
電
気
試
験
所
に
勤
め
、
三
井
物
産
、
日
本
電

燈
、
三
吉
電
機
工
場
を
経
て
九
六
年
に
「
日
電
商
会
」
を
設
立
し
た
。 

 

ド
イ
ツ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
商
会
と
提
携
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
電
気

製
品
を
主
に
扱
い
、
事
業
は
順
調
に
拡
大
し
て
い
た
。
岩
垂
の
申
し

出
を
受
け
れ
ば
ヒ
ー
リ
ン
グ
商
会
と
の
関
係
を
打
ち
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

前
田
は
大
い
に
悩
ん
だ
が
、
技
術
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
将
来

を
見
通
す
岩
垂
の
能
力
に
感
服
し
て
い
た
の
で
、
Ｗ
Ｅ
社
と
の
共
同

事
業
に
賛
同
し
、
こ
こ
に
資
本
金
五
万
円
で
新
会
社
を
設
立
す
る
合

意
が
成
立
し
た
。 

 

岩
垂
と
前
田
は
、
Ｗ
Ｅ
社
の
製
品
を
製
造
す
る
工
場
を
東
京
に
持

と
う
と
考
え
た
。
前
田
が
目
を
つ
け
た
の
は
、
三
吉
電
機
工
場
だ
っ

た
。
工
部
省
に
技
官
と
し
て
勤
め
て
い
た
三
吉
正
一
が
設
立
し
た
会

社
で
、
当
時
と
し
て
は
国
内
最
大
規
模
の
電
機
工
場
を
、
都
内
三
田

の
旧
薩
摩
屋
敷
跡
に
保
有
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
三
吉
は
、

経
営
難
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 

前
田
か
ら
話
を
聞
い
た
三
吉
は
、
三
吉
電
機
の
事
業
を
継
承
す
る

こ
と
を
条
件
に
、
申
し
入
れ
を
受
け
る
と
返
答
し
た
。 

 

一
八
九
九
年
九
月
一
日
、
新
聞
や
雑
誌
に
次
の
よ
う
な
告
知
広
告

が
掲
載
さ
れ
た
。 

 

今
般
三
吉
電
機
工
場
を
譲
り
受
け
大
に
販
売
部
を
拡
張
し
広
く
内
外

電
気
製
品
の
貴
需
に
応
ず 

  

広
告
主
は
「
東
京
都
芝
区
三
田
四
国
町
二
番
地 

日
本
電
気
合
資

会
社
」、
す
な
わ
ち
こ
ん
に
ち
の
日
本
電
気
の
前
身
で
あ
る
。 

 

一
方
、
田
中
久
重
が
設
立
し
た
田
中
製
作
所
は
、
先
代
と
同
じ
久

留
米
の
出
で
逓
信
省
技
官
・
川
口
市
太
郎
が
取
り
組
ん
で
い
た
パ
ン

チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
の
試
作
を
手
伝
っ
た
。
そ
の
一
方
、
東
京
電
燈

な
ど
と
の
取
引
き
を
広
げ
て
い
た
。
森
村
グ
ル
ー
プ
の
日
本
陶
器
に

陶
製
碍
子
を
大
量
に
発
注
す
る
な
ど
、
電
気
設
備
の
需
要
と
と
も
に

事
業
は
順
調
に
拡
大
し
た
。 

 

田
中
製
作
所
は
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）
に
社
名
を
「
芝
浦
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製
作
所
」
に
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
三
吉
電
機
工
場
を
岩
垂
邦
彦
と

前
田
武
四
郎
に
売
却
し
た
三
吉
正
一
は
、
一
八
九
〇
年
に
設
立
し
た

白
熱
電
球
製
造
の
「
白
熱
社
」
に
移
っ
て
活
躍
し
た
。 

 

の
ち
「
白
熱
社
」
は
一
八
九
九
年
に
社
名
を
「
東
京
電
気
」
に
変

更
し
た
。
こ
の
東
京
電
気
が
一
九
三
九
年
（
昭
和
十
四
）
に
芝
浦
製

作
所
と
合
併
し
て
「
東
京
芝
浦
電
気
」
と
な
る
。 

 

吉
崎
牙
太
郎
の
明
工
社
は
、
吉
崎
の
姓
が
「
沖
」
に
変
わ
っ
た
の

に
合
わ
せ
て
社
名
を
「
沖
電
気
工
業
」
に
変
更
し
、
岩
垂
・
前
田
の

日
本
電
気
と
並
ん
で
電
話
機
、
交
換
機
、
無
線
装
置
、
さ
ら
に
ラ
ジ

オ
放
送
用
機
器
な
ど
を
中
心
に
順
調
に
事
業
を
広
げ
て
い
っ
た
。 

 

吉
崎
が
「
白
熱
社
」
を
設
立
す
る
に
際
し
て
協
力
し
た
藤
岡
市
助

は
、
電
燈
用
配
電
方
式
を
め
ぐ
っ
て
岩
垂
と
論
争
し
た
が
、
一
方
で

は
岩
垂
を
通
じ
て
エ
ジ
ソ
ン
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
と

提
携
も
し
て
い
る
。
ま
た
逓
信
省
で
電
話
事
業
の
発
展
に
努
め
た
大

井
才
太
郎
は
工
部
大
学
校
で
岩
垂
と
同
級
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
前
田
武
四
郎
は
吉
崎
電
機
工
場
の
技
師
長
を
務
め
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
日
本
の
代
表
的
な
弱
電
メ
ー
カ
ー
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、

人
間
関
係
が
錯
綜
す
る
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
興
味
深
い
。 

 

日
本
電
気
は
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
）
に
扇
風
機
を
初
め
て

輸
入
し
「
電
気
う
ち
わ
」
の
名
称
で
売
り
出
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
電

気
パ
ン
焼
機
（
ト
ー
ス
タ
ー
）
や
電
気
オ
ー
ブ
ン
、
電
気
レ
ン
ジ
、

電
気
湯
沸
し
器
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
な
ど
、
第
二

次
大
戦
後
、
し
ば
ら
く
し
て
普
及
す
る
電
化
製
品
を
早
く
に
扱
っ
て

い
る
。 

 

こ
の
時
期
の
日
本
電
気
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｗ
Ｅ
社
と
岩
垂
・
前
田

両
名
に
よ
る
合
弁
会
社
で
、
な
お
か
つ
ア
メ
リ
カ
製
の
家
庭
用
電
気

製
品
や
通
信
機
器
の
輸
入
販
売
が
全
売
上
高
の
八
割
以
上
を
占
め
て

い
た
。 

 

現
在
の
日
本
電
気
、
つ
ま
り
日
本
を
代
表
す
る
電
機
・
電
子
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
に
転
換
す
る
の
は
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
同
社
は 

  

・
昭
和
恐
慌 

 

・
政
府
に
よ
る
国
産
品
愛
用
運
動
（
一
九
三
〇
年
） 

 

・
住
友
合
資
会
社
の
出
資
受
け
入
れ
と
経
営
委
任
（
一
九
三
二
年
） 

 

・「
住
友
通
信
工
業
」
へ
の
社
名
変
更
（
一
九
四
三
年
） 

 

・
第
二
次
大
戦
後
の
財
閥
解
体 

 
 な

ど
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 
ち
な
み
に
、
第
二
次
大
戦
後
、
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー

と
し
て
躍
進
す
る
富
士
通
は
、
昭
和
初
年
に
は
ま
だ
影
も
形
も
な
い
。

富
士
電
機
が
通
信
機
器
部
門
を
分
離
し
て
専
門
子
会
社
「
富
士
通
信

機
製
造
株
式
会
社
」
を
設
立
す
る
の
は
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年

で
あ
る
。 
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ま
た
、
富
士
通
と
並
ぶ
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
と
な
る

日
立
製
作
所
は
、
日
立
鉱
山
の
系
列
会
社
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
戦

前
に
お
い
て
は
鉱
山
や
造
船
、
大
型
モ
ー
タ
ー
、
発
電
用
タ
ー
ビ
ン

と
い
っ
た
重
電
分
野
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。 

 

三
菱
電
機
は
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
三
菱
造
船
神
戸
造
船
所

の
電
機
製
作
部
門
が
分
離
独
立
し
て
設
立
さ
れ
、
日
立
製
作
所
と
同

様
に
重
電
分
野
で
事
業
を
展
開
し
て
い
た
。
軍
事
向
け
大
型
艦
船
の

建
造
か
ら
出
発
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
大
型
タ
ー
ビ
ン
や
発
動
機
が
メ

イ
ン
だ
っ
た
。 

 

そ
の
一
部
で
海
事
用
無
線
機
な
ど
電
気
通
信
機
器
を
製
造
し
て
は

い
た
が
、
い
わ
ば
片
手
間
仕
事
に
等
し
く
、
電
子
機
器
へ
の
関
心
は

薄
か
っ
た
。
家
電
製
品
の
市
場
は
ほ
と
ん
ど
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
当
時
の
電
機
メ
ー
カ
ー
は
産
業
用
モ
ー
タ
ー
、
艦
船
用
タ

ー
ビ
ン
な
ど
重
電
か
、
し
か
ら
ず
ん
ば
白
熱
灯
な
ど
弱
電
と
い
う
二

者
択
一
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
わ
け
で
日
清
・
日
露
、
第
一
次
世
界
大
戦
な
ど
を
経
て

国
内
の
重
厚
長
大
産
業
が
興
隆
し
て
い
た
と
き
、
電
子
機
器
に
目
を

向
け
た
の
は
重
電
メ
ー
カ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
大
型
案
件
を

受
注
す
る
こ
と
で
、
白
熱
灯
何
万
個
に
も
相
当
す
る
利
益
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。 

つ
ま
り
電
話
機
や
無
線
機
、
あ
る
い
は
電
送
機
械
装
置
と
い
っ
た
新

し
い
機
械
装
置
は
、
こ
ん
に
ち
風
に
い
え
ば
〝
ニ
ッ
チ
〞
な
製
品
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

と
な
れ
ば
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
期
待
を
抱
い
た
の
は
弱
電
メ
ー
カ

ー
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
う
し
た
間
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
電
子
技
術
の
分
野
で
注

目
す
べ
き
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

一
つ
は
真
空
管
だ
っ
た
。 

 

グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
が
一
八
七
六
年
に
電
話
を
発
明
し
て
か
ら
六
年

後
の
こ
と
だ
っ
た
が
、〝
発
明
王
〞
エ
ジ
ソ
ン
は
白
熱
灯
を
使
っ
て

い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
周
り
の
ガ
ラ
ス
が
煤
け
て
く
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
方
法
を
考
案
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。 

 

―
―
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
加
熱
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
飛
び
出
す
炭
素
の

微
粒
子
が
付
着
す
る
の
に
違
い
な
い
。 

 

と
彼
は
推
測
し
た
。 

 
炭
素
の
微
粒
子
と
は
、
す
な
わ
ち
煤
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
そ
こ
で
彼
は
、「
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
周
り
に
網
を
置
い
て
、
微
粒

子
を
付
着
さ
せ
れ
ば
い
い
」
と
考
え
た
。 

 

と
こ
ろ
が
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
の
は
炭
素
の
微

粒
子
で
は
な
く
、
電
子
だ
っ
た
。 
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そ
れ
か
ら
二
十
四
年
が
経
っ
た
一
九
〇
六
年
、
エ
ジ
ソ
ン
の
ひ
ら

め
き
を
ヒ
ン
ト
に
研
究
を
続
け
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
電
気
技
師
で
あ

る
リ
ー
・
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
全
く
新
し
い
原

理
を
発
見
し
た
。 

 

そ
の
原
理
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

―
―
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
と
プ
レ
ー
ト
の
間
に
、
筒
状
に
し
た
金
属
の

網
を
置
く
と
、
金
属
の
網
に
か
か
る
電
圧
の
変
化
が
、
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
と
プ
レ
ー
ト
の
間
の
電
流
を
比
例
的
に
、
よ
り
大
き
く
変
化
す
る
。 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
微
細
な
電
気
信
号
を
増
幅
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

「
三
極
真
空
管
」
の
原
理
が
確
立
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

 

た
だ
、
製
品
化
さ
れ
る
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

ま
ず
遠
隔
通
信
用
の
電
話
交
換
機
に
適
用
さ
れ
、
一
九
一
五
年
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
で
、
ア
メ
リ
カ

横
断
電
話
の
公
開
実
験
が
行
わ
れ
た
。『
電
子
立
国
・
日
本
の
自
叙

伝
』
上
は
こ
う
記
す
。 

  

会
場
に
設
置
さ
れ
た
電
話
機
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
グ
ラ
ハ

ム
・
ベ
ル
と
の
間
で
最
初
の
通
話
が
行
わ
れ
た
。 

 

ベ
ル
が
電
話
機
に
向
か
っ
て 

 

「
ワ
ト
ソ
ン
君
、
来
て
く
れ
た
ま
え
」 

 

と
叫
ん
だ
。 

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
四
五
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
会
場
の
ワ
ト
ソ
ン
が

叫
び
返
し
た
。 

 

「
今
度
そ
ち
ら
に
駆
け
つ
け
る
の
に
五
日
か
か
り
ま
す
よ
」 

 

こ
う
し
て
電
話
網
が
大
陸
を
横
断
し
た
。 
  

ベ
ル
が
助
手
ワ
ト
ソ
ン
に
「
ち
ょ
っ
と
来
て
く
れ
」
と
呼
び
か
け

た
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
台
詞
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と

き
ベ
ル
は
器
材
用
の
希
硫
酸
を
ズ
ボ
ン
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
で
思
わ
ず
、
い
つ
も
の
調
子
で
助
手
に
手
助
け
を
頼
ん
だ
の
だ
。 

 

グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
の
助
手
「
ワ
ト
ソ
ン
君
」
も
、
ト
ー
マ
ス
・
ワ

ト
ソ
ン
と
い
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
社
長
と
同
姓
同
名
で
、
し
か
も
同

じ
時
期
に
活
躍
し
て
い
る
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
あ
え
て
記
録
し

て
お
く
と
、
彼
の
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
は
「
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
」
で
、
モ
ー

ル
ス
通
信
社
の
電
気
技
師
だ
っ
た
。 

 

こ
の
真
空
管
が
三
十
年
の
ち
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
誕
生
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。 

 
も
う
一
つ
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
開
発
だ
っ
た
。 

 
遠
隔
地
で
起
っ
て
い
る
こ
と
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
映
像
で
見
た
い
、

と
い
う
の
は
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
世
界
共
通
の
願
望
だ
っ
た
。

『
海
底
二
万
マ
イ
ル
』『
月
世
界
旅
行
』『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
な

ど
の
空
想
小
説
で
知
ら
れ
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ヌ
は
、
妙
齢
な
女
性
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が
手
鏡
に
映
る
男
性
の
顔
を
見
な
が
ら
話
を
し
て
い
る
カ
フ
ェ
の
風

景
画
を
残
し
て
い
る
。
い
ま
で
い
え
ば
、
携
帯
型
の
テ
レ
ビ
電
話
で

あ
ろ
う
。 

 

こ
の
分
野
で
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ほ
ぼ
互
角
に

研
究
を
進
め
て
い
る
。 

 

ま
ず
一
九
二
四
年
に
芝
浦
製
作
所
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
発
明
し
た
。

こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
使
っ
て
、
二
年
後
に
浜
松
高
等
工
業
学
校
教
授

で
あ
っ
た
高
柳
健
次
郎
が
国
内
最
初
の
テ
レ
ビ
放
送
実
験
に
成
功
し

た
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
孔
の
開
い
た
円
盤
を
回
転
さ

せ
る
機
械
式
が
本
命
視
さ
れ
て
い
た
が
、
高
柳
は
電
子
式
の
受
像
回

路
を
発
明
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
映
し
出
さ
れ

た
の
は
イ
ロ
ハ
の
「
イ
」
の
字
だ
っ
た
。 

 

高
柳
は
続
い
て
一
九
二
八
年
に
、
神
田
電
機
学
校
（
の
ち
の
東
京

電
機
大
学
）
で
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
放
送
の
公
開
実
験
を
行
っ
て

い
る
。
日
本
電
気
が
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
研
究
開
発
に
着
手
し
た
の
は

こ
の
年
だ
っ
た
。
一
九
三
五
年
ま
で
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
実
験

放
送
が
始
ま
り
、
ド
イ
ツ
は
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
中
継
し
た
。 

 

日
本
で
も
一
九
四
〇
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
た
め
に
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
研
究
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
た
。
三
七
年
に
は
早
く
も
中
継
用
自
動
車
隊
が
編
成
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
実
験
を
開
始
し
て
い
る
。 

 

ま
た
三
九
年
三
月
に
は
日
本
放
送
協
会
の
技
術
研
究
所
が
テ
レ
ビ

放
送
の
実
験
を
始
め
、
八
月
に
東
京
・
日
本
橋
の
三
越
百
貨
店
で
開

か
れ
た
「
興
亜
逓
信
展
覧
会
」、
翌
年
に
は
大
阪
・
梅
田
の
阪
急
百

貨
店
で
一
般
市
民
に
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。
翌
四
〇
年
四
月
、
日
本

初
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
夕
餉
前
』
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。 
 

こ
の
ド
ラ
マ
の
本
放
送
は
、
東
京
の
世
田
谷
区
に
あ
っ
た
日
本
放

送
協
会
の
技
術
研
究
所
で
行
わ
れ
た
。
当
時
、
世
田
谷
区
に
は
高
級

住
宅
街
が
形
成
さ
れ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
購
入
し
得
る

高
所
得
階
層
が
少
な
か
ら
ず
住
ん
で
い
た
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。 

 

余
談
だ
が
、
こ
の
年
の
十
月
に
放
送
さ
れ
た
ド
ラ
マ
に
子
役
時
代

の
中
村
メ
イ
コ
が
出
演
し
て
い
る
と
い
う
。
第
二
次
大
戦
の
後
、
テ

レ
ビ
放
送
が
再
開
さ
れ
た
と
き
、
顔
を
白
と
黒
に
塗
っ
て
テ
ス
ト
パ

タ
ー
ン
に
起
用
さ
れ
た
黒
柳
徹
子
が
「
初
の
テ
レ
ビ
女
優
」
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
中
村
メ
イ
子
は
ま
さ
に
「
テ
レ
ビ
の
申
し
子
」
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

伝
話
機	
 
「
話
を
伝
え
る
」
の
意
味
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
音
声
を
電
気
信
号

に
変
え
て
離
れ
た
場
所
に
送
り
、
再
び
音
声
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
「
電
話

機
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

か
ら
く
り
儀
右
衛
門 
か
ら
く
り
・
ぎ
え
も
ん
／
１
７
９
９
〜
１
８
８
１
。 

本
名
は
田
中
久
重
。「
儀
右
衛
門
」
は
幼
名
も
し
く
は
通
り
名
。 

田
中
久
重
（
二
代
目
） 

た
な
か
・
ひ
さ
し
げ
／
１
８
４
６
〜
１
９
０
５
。

本
名
は
金
子
庄
八
。
初
代
久
重
と
と
も
に
一
八
七
三
年
東
京
の
麻
布
に
田
中

製
作
所
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
芝
浦
製
作
所
と
な
り
、
こ
ん
に
ち
の
東
芝
の

前
身
と
な
っ
た
。 

吉
崎
牙
太
郎 

よ
し
ざ
き
・
き
ば
た
ろ
う
／
１
８
４
８
〜
１
９
０
６
。
幼
名

は
「
正
太
郎
」、
長
じ
て
「
秀
正
」
と
名
乗
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
安
芸
国
（
広

島
県
）
の
農
家
の
五
男
に
生
ま
れ
た
。
銀
細
工
の
技
法
を
身
に
つ
け
た
こ
と

か
ら
藩
の
武
具
所
に
入
り
、明
治
に
入
っ
て
工
部
省
電
信
寮
に
採
用
さ
れ
た
。

二
代
目
田
中
久
重
や
政
府
の
お
抱
え
外
国
人
技
師
ル
イ
ス
・
シ
ェ
ー
フ
に
師

事
し
て
電
気
技
術
を
学
び
、
逓
信
省
勤
務
時
代
に
ヤ
ル
キ
社
を
設
立
、
次
い

で
一
八
八
一
年
「
明
工
社
」
を
設
立
し
た
。 

 

の
ち
に
名
乗
っ
た
「
沖
」
姓
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
の
富
農
・
沖
太
郎
の

娘
と
結
婚
し
て
家
を
継
い
だ
（
婿
と
し
て
沖
家
に
入
っ
た
）
と
い
う
説
と
、

生
家
の
姓
に
戻
し
た
（
幼
少
期
に
吉
崎
家
の
養
子
と
な
っ
た
）
と
い
う
説
が

あ
る
。 

三
吉
正
一 

み
よ
し
・
ま
さ
か
ず
／
１
８
５
４
〜
１
９
０
６
。
周
防
国
（
山

口
県
）
に
生
ま
れ
工
部
省
電
信
寮
に
入
っ
た
。
一
八
八
三
年
独
立
し
て
「
三

吉
電
機
工
場
」
を
設
立
、
次
い
で
九
六
年
東
京
電
燈
か
ら
独
立
し
た
藤
岡
市

助
ら
の
出
資
を
得
て
資
本
金
五
万
円
で
電
球
製
造
事
業
「
東
京
白
熱
電
球
製

造
」
を
設
立
し
た
。
独
立
を
決
意
し
た
の
は
転
勤
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
だ
っ

た
と
い
う
。
京
都
電
気
鐵
道
の
注
文
に
応
じ
て
電
気
モ
ー
ト
ル
を
製
造
す
る

な
ど
、
わ
が
国
に
お
け
る
発
動
機
の
先
駆
け
を
成
し
た
。 

工
部
省	
 

一
八
八
五
年
に
逓
信
省
と
な
っ
た
。 

第
一
次
伝
話
拡
張
計
画	
 

計
画
は
途
中
で
一
年
延
長
さ
れ
八
年
計
画
と
な
っ

た
が
、
投
入
さ
れ
た
総
予
算
は
一
千
二
百
八
十
万
二
千
円
で
、
計
画
終
了
年

の
一
九
〇
三
年
度
末
に
お
け
る
市
外
回
線
総
延
長
は
一
万
一
千
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
加
入
者
は
三
万
二
千
百
五
十
五
と
目
標
を
達
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

が
電
話
需
要
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
、
〇
三
年
度
末
に
お
け
る
積
滞
が
二
万
一

千
件
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。 

電
話
加
入
の
積
滞	
 

一
八
九
〇
年
の
加
入
料
は
一
件
当
た
り
五
十
円
だ
っ
た

が
、
九
五
年
に
は
三
十
五
円
ま
で
低
減
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
交
換
局
や
通

信
回
線
の
増
設
が
間
に
合
わ
ず
、
市
場
で
は
加
入
権
を
含
め
四
百
円
以
上
で

取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
。 

大
井
才
太
郎 

お
お
い
・
さ
い
た
ろ
う
／
１
８
５
６
〜
１
９
２
４
。
伊
勢
国

（
三
重
県
）
に
生
ま
れ
、
工
部
大
学
校
を
出
て
工
部
省
に
入
っ
た
。
八
八
年

か
ら
八
九
年
に
か
け
て
欧
米
の
電
話
・
電
信
分
野
を
視
察
し
、
帰
国
後
、
東

京
、
横
浜
、
大
阪
、
神
戸
の
電
話
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
第
一
次
伝
話
拡
張

計
画
は
大
井
の
草
案
に
成
り
、
一
九
一
三
年
に
退
官
す
る
ま
で
一
貫
し
て
電

話
・
電
信
事
業
の
拡
大
に
努
め
た
。 

ト
勖
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン 

T
hom
as A
lva Edison

／
１
８
４
７
〜
１
９
３
１
。

オ
ハ
イ
オ
州
に
生
ま
れ
少
年
時
代
は
新
聞
配
達
で
家
計
を
助
け
た
。
一
八
六

八
年
電
気
投
票
記
録
機
、
六
九
年
株
価
表
示
機
を
考
案
し
て
独
立
し
、
七
七

年
電
話
機
、
蓄
音
機
、
七
九
年
白
熱
電
球
を
発
明
し
た
。
以
後
、
発
電
機
、

電
気
照
明
シ
ス
テ
ム
、
電
気
機
関
車
（
八
〇
年
）、
動
画
撮
影
機
キ
ネ
ト
グ
ラ
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フ
（
八
九
年
）、
覗
き
眼
鏡
式
映
写
機
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
（
九
一
年
？
）、
ア

ル
カ
リ
蓄
電
池（
九
七
年
）な
ど
千
三
百
件
以
上
の
発
明
を
し
た
。こ
の
間
、

八
二
年
に
エ
ジ
ソ
ン
・
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
を
設
立
し
た
ほ
か
、

一
九
一
五
年
に
は
科
学
技
術
を
軍
事
に
応
用
す
る
た
め
の
臨
時
海
軍
協
議
会

議
長
に
就
任
し
た
。 

薩
摩
屋
敷
跡	
 
現
在
も
日
本
電
気
本
社
ビ
ル
の
敷
地
内
、
正
面
入
り
口
右
手

に
、
薩
摩
藩
屋
敷
の
門
柱
が
記
念
物
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。 

工
部
大
学
校	
 

の
ち
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
と
な
っ
た
。 

西
道
頓
堀
発
電
所	
 

 

国
内
初
の
交
流
発
電
所
だ
っ
た
。
大
阪
市
西
区
南
堀

江
一
丁
目
二
十
六
番
に
石
碑
が
あ
る
。 

ヒ
勖
リ
ン
グ
商
会 

横
浜
に
支
店
が
あ
っ
た
。
電
気
製
品
の
ほ
か
、
旋
盤
や

ボ
ー
ル
盤
な
ど
工
作
機
械
、
自
転
車
を
輸
入
販
売
し
て
い
た
。 

岩
垂
邦
彦
の
能
力	
 

大
阪
電
燈
に
お
け
る
西
道
頓
堀
発
電
所
の
建
設
ば
か
り

で
な
く
、
岩
垂
は
電
燈
配
電
方
式
で
交
流
方
式
を
採
用
し
た
。
当
時
、
エ
ジ

ソ
ン
は
直
流
方
式
を
採
用
し
て
い
た
た
め
岩
崎
は
エ
ジ
ソ
ン
と
不
仲
に
な
り
、

ま
た
東
京
電
燈
も
直
流
方
式
を
主
張
し
た
が
、
前
田
武
四
郎
は
岩
垂
の
考
え

を
支
持
し
て
い
た
。
の
ち
に
交
流
方
式
の
ほ
う
が
発
電
設
備
が
安
く
、
電
力

輸
送
中
の
逓
減
が
少
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
岩
垂
と
エ
ジ
ソ
ン
は
関
係
を

修
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

東
京
電
燈	
 

の
ち
の
東
京
電
力
。 

藤
岡
市
助 

ふ
じ
お
か
・
い
ち
す
け
／
１
８
５
７
〜
１
９
１
６
。周
防
国（
山

口
県
）
に
生
ま
れ
、
工
部
大
学
校
を
出
て
工
部
省
に
入
っ
た
。
八
四
年
ア
メ

リ
カ
で
開
か
れ
た
万
国
電
気
博
覧
会
に
審
査
員
と
し
て
出
席
後
、
わ
が
国
初

の
電
燈
を
銀
行
集
会
所
に
設
置
し
た
。
八
六
年
東
京
電
燈
技
師
長
、
九
二
年

東
京
電
気
を
設
立
し
社
長
。
一
九
〇
六
年
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

社
と
提
携
し
て
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
特
許
権
を
得
て
白
熱
電
球
を
生
産
し
た
。 

グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル 
A
lexander Graham

 Bell

／
１
８
４
７
〜
１
９
２
２
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
二
十
四
歳
の
と
き
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
た
。
ボ
ス

ト
ン
大
学
で
音
声
伝
送
技
術
を
研
究
し
、
一
八
七
六
年
電
話
機
の
特
許
を
取

得
し
た
。
七
七
年
ベ
ル
・
テ
レ
フ
ォ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設
立
し
た
が
、
当

時
は
郵
便
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
事
業
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。 

フ
勋
ラ
メ
ン
ト	
 

初
期
の
白
熱
灯
に
は
京
都
産
の
孟
宗
竹
が
発
光
源
と
し
て

使
用
さ
れ
た
。 

リ
勖
・
ド
・
フ
勎
レ
ス
ト 

Lee de Forest

／
１
８
７
３
〜
１
９
６
１
。
三

極
真
空
管
「
オ
ー
デ
ィ
オ
ン
」
を
発
明
し
た
ほ
か
、
一
九
〇
六
年
に
は
真
空

管
ラ
ジ
オ
を
発
明
し
た
。 

真
空
管	
 

白
熱
電
球
の
技
術
を
応
用
し
、
一
九
〇
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
レ

ミ
ン
グ
が
「
二
極
真
空
管
」
を
発
明
し
て
い
る
。
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト
は
こ
れ

を
改
良
し
た
。 

ジ
勑
勖
ル
・
ベ
ル
ヌ 

Jules V
erne

／
１
８
２
８
〜
１
９
０
５
。
地
中
海
に

浮
か
ぶ
フ
ラ
ン
ス
領
フ
ェ
イ
ド
島
で
生
ま
れ
、
一
八
四
八
年
パ
リ
に
出
て
法

律
を
学
ん
で
い
た
と
き
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
（A

lexandre D
um
as 

fils

／
１
８
２
４
〜
１
８
９
５
）
と
知
り
合
っ
た
。
そ
こ
で
劇
作
家
を
志
し
、

一
八
六
三
年
『
気
球
に
乗
っ
て
五
週
間
』
を
発
表
し
た
。
以
後
、『
地
底
探
検
』

「
海
底
二
万
マ
イ
ル
』
な
ど
で
空
想
科
学
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
た
。 

高
柳
健
次
郎 

た
か
や
な
ぎ
・
け
ん
じ
ろ
う
／
１
８
９
９
〜
１
９
９
０
。 

静
岡
県
浜
松
市
に
生
ま
れ
東
京
高
等
工
業
学
校
を
出
て
浜
松
高
等
工
業
学
校

に
勤
務
し
た
。
一
九
二
六
年
走
査
線
四
十
本
の
測
定
器
用
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
使

っ
て
世
界
初
の
電
子
式
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
の
ち
走
査

線
二
百
本
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
で
動
画
像
を
映
し
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。 
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